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個別指導の指摘事項
　平成23年９月に関東信越厚生局から出された表記に関する冊子から、指摘事項の主なものを掲載
してみます。ごくごくあたりまえのことではありますが、復習のつもりでお読みいただき、日常診
療の参考にしていただければ幸いです。

１．診療録
　医師は、診察をしたときは、遅滞なく診療に関する事項を診療録に記載しなければならない。診
療録の記載事項は、診療を受けたものの住所、氏名、年齢、性別、病名および主要症状、治療方法、
診療の年月日である。

⑴　診療録の記載
　① 診療録は、保険請求の根拠になるだけでなく、実施された診療行為の正当性、妥当性を証明す

る「公的な文書」であるという認識を持って、診療録に記載を行うべきである。
　②傷病名の記載漏れが見られた。
　③初診時の主訴、現病歴、既往歴及び家族歴の記録が不十分である。
　④傷病名の診断の根拠となる記載が不十分である。
　⑤ 診療報酬明細書では全ての傷病名が主病とされているものがあった。主病の定義を確認するこ

と。
　⑥ 初診時所見、医学管理、指導管理料の記載が不十分な例、或いは一律定型的な記載のみの例が

ある。
　⑦検査の結果の評価や治療方針の検討等の記載が不十分である。
　⑧血液科学的検査等の検査結果が、診療録に記載、添付されていない事例がみられた。
　⑨ 手術、処置、検査等で使用した薬剤については、薬剤名、規格、使用量等を具体的に診療録に

記載すること。
　⑩複数の医師が診察する場合は、診療録に担当医師のサインを行うこと。
⑵　傷病名
　①症病名欄には、急性、慢性、左、右又は両側の区別、部位を可能な限り記載すること。
　②症侯名はやむを得ない場合を除き記載しない。
　③診療録の傷病名は、ICD10に則って記載するのが望ましい。
　④診療録の傷病名記載については、一傷病名を一欄に記入すること。
　⑤長期にわたり「疑い傷病名」、「急性病名」が付与されている。
　⑥ 関連ある傷病名や重複する傷病名、或いは既に終了していると思われる症病名が数多く見られ

るので、適切に整理すること。
　⑦ 手術前等に必要があって実施する検査に対する「疑い」傷病名（肝機能障害疑、腎機能障害疑等）

は不必要なので付与しない。
　⑧非常に多数の病名を付与している。
　⑨いわゆる保険病名が見られる。
　⑩ 診療報酬明細書の請求内容を説明する上で傷病名のみでは不十分と考えられる場合には、症状

詳記を記載すること。

　以上、本稿では、診療録の記載、傷病名についての指摘事項を掲載した。日常診療の中で当然の
こととしているが、十分に出来ていないこともあるでしょう。初心に帰り診療録の記載、整理を行っ
て頂くようお願いします。
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地域肝炎対策サポーター研修会の受講者募集について

　肝炎ウイルスに感染していても自覚症状がほとんどないことから、感染していることを知
らない方や感染が判明しても専門医療機関を受診していない方が、多数存在することが推定
されます。
　このため岡山県では、医療機関の医療従事者、職域の健康管理担当者等を対象として、肝
炎ウイルス検査の受検勧奨や検査の結果陽性と判明した人を肝炎専門医療機関へ受診勧奨す
るための知識と能力を習得した人材「地域肝炎対策サポーター」を養成するための研修会を
次のとおり開催します。この研修会は昨年度から実施しており、昨年度は106名の方に「地域
肝炎対策サポーター」に登録していただきました。本年度は第１回の研修会を10月16日に開
催し111名の方のご出席を頂いたところです。
　引き続き地域肝炎対策サポーターの対象となる方の出席についてご配慮いただきますとと
もに、出席された方の地域肝炎対策サポーターへの就任についてご協力をお願いします。

記
日　　時　　平成25年１月20日（日）　14時～ 16時30分（受付は13時30分から）
会　　場　　倉敷市芸文館　別館２階　202会議室
　　　　　　（住所：倉敷市中央１－18－１　TEL 086‒434‒0400）
対 象 者　　医療機関・健診機関に勤務する医療従事者、事業所の健康管理担当者他
内　　容　　１　「肝臓病の基礎知識と肝がん撲滅に向けて
　　　　　　　　　－肝炎専門医療機関受診が大切－」
 倉敷中央病院　消化器内科　部長　守本 洋一　先生
　　　　　　２　「 地域肝炎対策サポーターに期待する役割と肝炎患者支援手帳の活用方法、

医療費助成制度等」
 岡山県保健福祉部健康推進課　主幹　三島 和幸
主　　催　　 岡山県、岡山県医師会、岡山県肝炎対策協議会、岡山県肝疾患診療連携拠点病

院等連絡協議会
後　　援　　岡山県病院協会、岡山県薬剤師会、岡山県看護協会
申込方法　　FAX、電子メール、電子申請、郵送にてお願いします。
　　　　　　岡山県健康推進課HPに募集案内、受講申込書を掲載しています。
　　　　　　http://www.pref.okayama.jp/page/detail‒109176.html
　　　　　　参加費は無料です。
申込期限　　平成25年１月７日（月）
事 務 局　　岡山県保健福祉部健康推進課　感染症対策班（担当：三島　和幸）
　 　　　　 〒700‒8570  岡山市北区内山下２丁目４－６　　（電話）086‒226‒7331
　　 　　   （FAX）086‒225‒7283　　（E‒mail）kensui@pref.okayama.lg.jp

岡山県からのお知らせ


